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（様式１） 

大阪市真田山幼稚園 令和８年度 運営に関する計画・自己評価（総括シート）  

１ 学校運営の中期目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（様式１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状と課題 
＜真田山幼稚園教育目標＞ 
「明るく、たくましく、心豊かな真田山っ子を育てる」 
＊健康で明るい子ども ＊自分で考える子ども ＊仲良く遊ぶ子ども  
＊人の話を聞く子ども 
＜真田山幼稚園の現状と課題＞ 
〇基本的生活習慣が身についているものの、必要性を感じながら、自ら進んで行うことが
難しい。 

〇いろいろなことに興味、関心をもって遊ぶ。主体的に遊びを発展させたり、根気よく取
り組んだりすることが苦手な子どももいる。 

〇相手の話を聞いたり、気付いたことを発言したりすることができるが、友達と意見や思
いが食い違うとうまく言葉で伝え合うことが難しく、我慢したり、トラブルに発展した
りすることがある。 

〇子どもたちが安心・安全に生活することができるように、保育内容や保育環境の見通し
が必要である。 

〇各学年、単学級であることを生かし、より子ども同士の関わりを深めたり、教職員の連
携を密にしたりしていく。 

 
中期目標 
【安全・安心な教育の推進】 
〇令和１１年度の保護者アンケートで「安心して幼稚園に通い、教師や友達と一緒に過ご
すことを楽しんでいますか」の項目で肯定的意見が９０％以上になるようにする。 

○令和１１年度の保護者アンケートで「幼稚園は子どもの安全意識が高まるように、安全
教育に取り組んでいますか」の項目で肯定的意見が９０％以上になるようにする。 

 
【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
○令和１１年度の保護者アンケートで「幼稚園では遊びを通して、子どもの育ちを支えて
いけるような保育が行われていますか」の項目で肯定的意見が９０％以上になるように
する。 

○令和１１年度の保護者アンケートで「幼稚園は、子どもが健康的な生活習慣が身に付く
ように努めていますか」の項目で肯定的意見が９０％以上になるようにする。 

 
【学びを支える教育環境の充実】 
〇令和１１年度の保護者アンケートで「幼稚園は、家庭や地域へ教育内容を分かりやすく
伝えていますか」の項目で肯定的意見が９０％以上になるようにする。 

〇令和１１年度の教職員アンケートで「互いの保育実践から学び会う機会をもつことで、
自分自身の資質向上につながりましたか」の項目で肯定的意見が９０％以上になるよう
にする。 
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２ 中期目標の達成に向けた年度目標（全市共通目標を含む）

【安全・安心な教育の推進】 
園の年度目標 
〇令和８年度の保護者アンケートで「安心して幼稚園に通い、教師や友達と一緒に過ごす
ことを楽しんでいますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるようにする。 

○令和８年度の保護者アンケートで「幼稚園は子どもの安全意識が高まるように、安全教
育に取り組んでいますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるようにする。 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
園の年度目標 
○令和８年度の保護者アンケートで「幼稚園では遊びを通して、子どもの育ちを支えてい
けるような保育が行われていますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるようにす
る。 

○令和８年度の保護者アンケートで「幼稚園は、子どもが健康的な生活習慣が身に付くよ
うに努めていますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるようにする。 

【学びを支える教育環境の充実】 
園の年度目標 
〇令和８年度の保護者アンケートで「家庭や地域へ教育内容を分かりやすく伝えています
か」の項目で肯定的意見が７５％以上になるようにする。 

〇令和８年度の教職員アンケートで「互いの保育実践から学び会う機会をもつことで、自
分自身の資質向上につながりましたか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるように
する。 
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（様式２） 

   大阪市立真田山幼稚園  令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 
園の年度目標 
〇令和８年度の保護者アンケートで「安心して幼稚園に通い、教師や友達と一緒に
過ごすことを楽しんでいますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるように
する。 

○令和８年度の保護者アンケートで「幼稚園は子どもの安全意識が高まるように、
安全教育に取り組んでいますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるように
する。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進捗

状況 

取組内容①【１ 安全・安心な教育環境の実現】 

 自分の体を大切にするという気持ちを育てるために計画的に安全教育を行う。 
 

指標 ・学期に 1回以上遊具や用具の安全な使い方を知らせる。 

・年間計画を立て、避難訓練を年７回以上実施する。 

取組内容②【２ 豊かな心の育成】 

一人一人の興味や関心に応じた指導内容を工夫する。 

異年齢で関わる機会を計画的かつ継続的に設ける。 
 

指標 ・園内委員会を学期に２回以上実施し、教職員間で援助の在り方を共通理解

し、実践につなげる。 

   ・週１回以上、異年齢児やいろいろな教職員と関わる機会を設ける。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

 
 

次年度の改善点 

  

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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（様式２） 

大阪市立真田山幼稚園  令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 
園の年度目標 
○令和８年度の保護者アンケートで「幼稚園では遊びを通して子どもの育ちを支えて
いけるような保育が行われていますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるよ
うにする。 

○令和８年度の保護者アンケートで「幼稚園は、子どもが健康的な生活習慣が身に付
くように努めていますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるようにする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【３ 幼児教育の推進と質の向上】 

遊びを通して子どもの育ちを支えていけるような指導を工夫する。 
 

指標 ・週案作成時に就学前教育カリキュラムを活用する。 

   ・週２回以上、季節や発達段階に応じた絵本やお話に親しむ機会をつくる。 

取組内容②【５ 健やかな体の育成】 

健康的な生活習慣が身に付くように、保健指導を計画的に行う。                 
   

指標 ・月に 1回以上保健指導を行う 

   ・学期１回以上保護者啓発を行う 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

 

 

 

 

 

次年度の改善点  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 
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（様式２） 

（大阪市立真田山幼稚園  令和８年度 運営に関する計画・自己評価（目標別シート） 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

園の年度目標  

〇令和８年度の保護者アンケートで「家庭や地域へ教育内容を分かりやすく伝えて
いますか」の項目で肯定的意見が７５％以上になるようにする。 

〇令和８年度の教職員アンケートで「互いの保育実践から学び合う機会をもつこと
で、自分自身の資質向上につながりましたか」の項目で肯定的意見が７５％以上
になるようにする。 

 

 

年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標 
進 捗

状況 

取組内容①【７ 人材の確保・育成としなやかな組織づくり】 

家庭や地域へ教育内容を発信することで、幼稚園教育への理解を深める。 
 

指標 ・年６回以上、遊びを通した子どもの育ちについてのドキュメンテーションを

作成し、発信する。 

取組内容②【９ 家庭・地域等と連携・協働した教育の推進】 

互いに学び合い、育ち合う教職員集団づくりをする。 
 

指標 ・学期に１回以上園内研修会を実施する。 

   ・全教職員で週案作成を行い、保育の見通しを共有する。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析  

 

  

次年度の改善点 

                                       

 

 

 

 

  
 

評価基準 Ａ：目標を上回って達成した        Ｂ：目標どおりに達成した 

Ｃ：取り組んだが目標を達成できなかった  Ｄ：ほとんど取り組めず目標も達成できなかった 


